
介護現場の切実な願いに応える福祉政策を！
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ま
す

生
活
相
談
や
、
ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

TEL.220-2407
FAX.260-6588

原発

升質問

升質問

2012.6月議会

地
震
・
津
波
・
原
発
の
三
重
苦
の
中
に
あ
る
被
災
者
の
方
々
を
想
う

と
、
胸
痛
む
毎
日
で
す
。
し
か
し
、
政
府
の
対
応
が
全
く
な
さ
れ

て
い
な
い
上
、
「
原
発
な
く
せ
！
」
の
国
民
の
願
い
に
応
え
ず
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
大
飯
原
発
を
皮
切
り
に
再
稼
働
の
方
向
で
す
。
志

賀
原
発
も
老
朽
危
険
度
が
高
く
、
私
た
ち
金
沢
市
民
に
と
っ
て
も

不
安
は
大
き
く
、
再
稼
働
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
国
を

待
つ
の
み

じ
ゃ
！

升
質
問

升質問 升質問

ヘルパーさん
来なくなる～

昨
年
3
月
11
日
の
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
一
年
。
野
田
政
権
は
、
復
興
財
源
を
名
目
に
社
会
保
障
切
り
捨
て
と
、
消
費
税
10

％
を
セ
ッ
ト
で
企
み
、
原
発
事
故
は
未
だ
収
束
し
な
い
ば
か
り
か
、
全
国
へ
の
が
れ
き
拡
散
と
再
稼
動
、
再
輸
出
を
狙
っ
て
い

ま
す
。
暮
ら
し
と
原
発
、
こ
の
二
つ
の
市
民
生
活
へ
の
不
安
を
金
沢
市
は
ど
う
考
え
る
の
か
、
升
議
員
が
追
及
し
ま
し
た
。

 STOP！
 

原発再稼
働

STOP！ 
原発再稼働

ガレキ問題で現地・陸前高田へ
住民の健康と安全を最優先に！

税と社会保障の
一体改革

升質問消費税

野田ぶったくり内閣
民主党

自公よりひどい

共通番号制

年金

医療

生活保護

子育て

70歳まで
働けって～の？

60 70

出ていけ～

保護
打ち切り～

5 6 7
1億総監視社会

ハイ、追加で
￥30,000

3000万円の家買って

消費税
300万円！

庶民・業者いじめの
最悪の暮らし破壊税

国民総背番号で
情報を一元化

生存権否定の
支給年齢引き上げ！

仕事がないと保護打ち切り
医療費窓口負担も！

全世代負担増の
新制度を画策中！

もうけ優先・格差増大
自己責任の保育民営化

4
月
の
大
幅
改
悪
か
ら
3
ヶ
月

制
度
導
入
以
来
、
度
重
な
る
サ
ー
ビ
ス
縮
小
と

保
険
料
ア
ッ
プ
に
よ
る
悲
痛
な
声
が
次
々
と
！

「
生
活
援
助
」
は
利
用
者
さ
ん
の
自
立
を
助
け
る
命
綱

 

削
減
す
れ
ば
在
宅
介
護
が
成
り
立
た
な
い

保
険
給
付
削
減
を
目
的
に
、
訪
問
介
護
の
生
活
援
助
の
時
間
が
こ

れ
ま
で
の
60
分
か
ら
45
分
に
短
縮
さ
れ
、
「
生
活
が
成
り
立
た
な

い
！
」
と
利
用
者
、
ヘ
ル
パ
ー
、
事
業
者
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

福祉局長
答弁

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
適
切
に
提
供
す
べ
き
で
あ
る
と
、
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

国
の
責
任
を
放
棄
し

地
方
ま
か
せ
の
「
地
域
主
権
改
革
」

福
祉
・
安
全
の
後
退
を
許
す
な
！

こ
れ
ま
で
国
は
憲
法
に
基
づ
き
、
福
祉
・
教
育
・
安
全
に
関
す

る
基
準
を
定
め
、
国
庫
負
担
や
補
助
金
な
ど
で
地
方
に
財
源
保

障
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
が
進
め
る
「
地
域
主
権

改
革
」
は
、
国
の
責
任
を
放
棄
し
、
守
る
べ
き
最
低
基
準
も
財

源
保
障
も
取
り
払
い
、
基
準
や
内
容
を
地
方
自
治
体
毎
に
条
例

化
さ
せ
、
地
方
ま
か
せ
に
す
る
も
の
で
す
。
金
沢
市
は
、
ま
ず

保
育
所
に
つ
い
て
、
面
積
や
保
育
士
の
配
置
基
準
は
国
を
上
回

る
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
調
理
の
提
供
や
調
理
業
務
の
外
部

委
託
も
引
き
下
げ
の
な
い
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
特
養

ホ
ー
ム
の
居
住
定
員
、
設
備
基
準
、
介
護
方
法
や
、
障
害
者
、

児
童
施
設
、
公
営
住
宅
の
設
備
運
営
な
ど
、
こ
れ
ま
で
営
々
と

市
民
と
共
に
培
っ
て
き
た
、
福
祉
・
安
全
の
後
退
を
絶
対
に
許

さ
な
い
立
場
か
ら
、
条
例
化
に
当
た
る
べ
き
で
す
。

「地域主権改革」で
福祉の最低基準は

守れるか

升質問
市長
答弁

給
食
の
外
部
搬
入
は
、
も
と
も
と
認
め
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
こ
の
基
準
を
基
本
に
条
例
化
し
た
い
。
特
養
ホ

ー
ム
は
、
12
月
議
会
を
め
ど
に
条
例
案
を
諮
り
、
公
営
住

宅
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
検
討
会
を
設
置
し
た
い
。

税と社会保
障の

　　一体改
悪じゃ～

「生活援助」の時間短縮市長
答弁

今
回
の
特
養
募
集
は
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
を

選
考
す
る
考
え
で
あ
り
、
低
所
得
者
の
入
居
に
つ
い
て
も
全

国
市
町
会
で
要
望
し
て
い
る
。

山
野
市
長
が
「
ガ
レ
キ
受
入
れ
可
能
性
調
査
」
を
表
明
し
て
以
後
、

金
沢
市
は
専
門
委
員
会
を
設
置
し
安
全
性
等
の
検
討
を
行
い
、
岩
手

・
宮
古
市
、
大
槌
町
に
ガ
レ
キ
の
サ
ン
プ
ル
や
空
間
放
射
線
量
の
調

査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
市
当
局
の
動
き
に
先
が

け
、
私
は
岩
手
・
陸
前
高
田
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
被
災
状
況
の

爪
跡
は
言
語
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
地
で
防
護
マ
ス
ク
を

し
な
が
ら
身
体
を
酷
使
し
て
ガ
レ
キ
の
分
別
を
す
る
現
地
の
方
々
の

懸
命
さ
を
見
な
が
ら
、

圧
倒
的
な
量
で
あ
る
8

割
の
現
地
で
の
ガ
レ
キ

処
理
を
遅
ら
せ
て
い
る

政
府
に
激
し
い
憤
り
を

感
じ
ま
し
た
。
今
す
べ

き
は
、
国
が
責
任
を
も

っ
て
早
期
に
被
災
者
支

援
、
現
地
復
興
を
実
行

す
る
こ
と
で
す
。

依
然
と
し
て
待
機
者
1
6
0
0
人
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
、
金

沢
市
は
特
養
広
域
型
100
床
、
介
護
老
人
保
健
施
設
広
域
型
120
床
に

つ
い
て
、
公
費
補
助
な
し
の
公
募
を
発
表
。
公
的
責
任
の
意
味
か

ら
も
少
な
く
と
も
1
ヶ
所
は
市
が
責
任
を
持
っ
て
建
設
す
る
こ
と

が
、
質
の
低
下
を
防
止
し
、
高
齢
化
社
会
の
モ
デ
ル
的
牽
引
施
設

と
な
り
得
ま
す
。
金
沢
市
の
安
心
プ
ラ
ン
で
の
目
標
数
は
少
な
く

見
込
ま
れ
て
お
り
、
介
護
殺
人
ま
で
生
ま
れ
る
介
護
の
現
状
に
応

え
る
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
す
。

特養ホーム整備

生
活
保
護
受
給
者
の
方
が
、
ま
ち
な
か
の
特
養
に
入
り
た
い
と
願

っ
て
も
入
居
で
き
ま
せ
ん
。
わ
ず
か
な
老
齢
年
金
で
細
々
と
暮
ら

し
て
い
る
高
齢
者
も
「
低
所
得
の
私
た
ち
は
、
い
っ
た
い
何
処
へ

行
っ
た
ら
い
い
の
か
。
あ
ち
こ
ち
で
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
出
来
て
い
る
が
、
居
住
費
・
食
費
も
高
く
て
入
れ
な

い
！
」
と
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

低所得層対策

介
護
の
た
め
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
住
宅
改
修
」
が
あ
り
ま

す
が
、
23
年
度
も
572
件
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
沢
市
の

目
標
量
は
、
実
績
よ
り
も
100
件
減
ら
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

住宅改修
升質問

介護保険法
改正

利用者さんから

ヘルパーさんから

これまでヘルパーさんに、
買物と身のまわりのお掃除
と料理の下ごしらえをして
もらっていたけど、今は買
物だけになりました…。

ヘルパーさんに声をかける
こともできません。おしゃべ
りで元気になれるのに…。
これで保険料は大幅値上げ
なんてひどすぎる！

利用者さんに、身体の状況
や気持ちの変化を確認する
こともできません。

認知症の一人暮らしの方は、
毎日のヘルパーの訪問で成り
立っているのに…。

15分で洗濯しろって？ 
ヘルパーは機械じゃないよ！

アメリカの言うこと
ばっかり聞かないで～

YES TPP

ICカード

No.12345678

氏名 金沢 太郎
住所 金沢市広坂1-1
生年月日 昭和30年1月1日

あ
の
〜

保
険
料
払
っ
て
る
の
に

あ
ん
ま
り
だ
〜

何
で
す
か
？

あ
〜
い
そ
が
し
〜

買物
料理掃除××

介護保険の改悪メニュー、他にもこんなに！
「要支援」を保険給付からはずし
サービス選定は市町村まかせに！
「自立」と同じく、水準保障
なしの「総合事業」に組み入
れられ、介護がボランティア
や配食サービスに置き替え
られる危険があります。

介護職への「医療行為」解禁も！
痰吸引や胃ろうなどの医
療的ケアが、介護職にも可
能となり、資格や研修面な
どが危惧されています。

制度導入時の2000年に約2,900
円／月だった保険料は、制度見
直しのたびに値上げされ、今年4
月には一気に1,000円近く上がり
5,000円に！

重度者への対応に不安！
「定期巡回・随時対応サービス」
1日4回・1回20分未満の定期
訪問と緊急通報による電話
対応・訪問を組み合わせるも
ので、進んだ認知症など重度
者には緊急通報は難しい。

65歳以上の保険料、月平均5,000円に！
これまでで最大の引き上げ幅！

「要支援1・2」利用料 1割→2割

「要介護1・2」施設利用料 アップ

ケアプラン作成代　
　　無料→1,000円／月に

年収320万以上　
　　　　利用料 1割→2割

資産をもつ低所得者　
　　施設利用料を死後清算

大
丈
夫
？

給付は

受けられ
ませ～ん

ハ
〜
イ

すぐ来て～！

許さんぞ～！

消
費
税
増
税
と
す
べ
て
の
社
会
保
障
改
悪
を
民
主
・
自
民
・
公
明
の
3
党
合
意
で
強
行
、
大
飯
原
発
再
稼
動
も
決
定
す
る
な
ど

政
府
の
暴
走
が
止
ま
ら
な
い
中
、
6
月
の
金
沢
市
議
会
が
開
催
さ
れ
、
私  

升
き
よ
み
は
住
民
の
側
に
立
っ
た
市
政
の
あ
り
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。


